







































































































































その際に、居住地（Living）の高低（High  or  Low）と　トレーニングを行う場所



























火曜１限 90 2（2.2） 36（40.0） 40（44.4） 9（10.0） 3（3.3）
火曜２限 94 3（3.2） 56（59.6） 27（28.7） 4（4.3） 4（4.3）
木曜１限 92 3（3.3） 43（46.7） 39（42.4） 4（4.3） 3（3.3）
総　計 276 8（2.9） 135（48.9） 106（38.4） 17（6.2） 10（3.6）
8　学生の評価
学生の授業アンケートを見る限り、多くの項目で4.0点程度の数値が見られ、表面上は学生の評価は
まずまずだったと考えられる。他の教科との比較ができていないが、いずれにしても学生の授業評価に
関しては、謙虚に受け止めなければならないと十分自覚している。
9　今後の課題
締まらない退屈な授業にとどまっているという自省の念は大きい。今回使用した教科書も含めて、授
業の資料を再構築する必要性を痛感している。
さらに講義形式の授業はどうしても単調になってしまう。時々学生の頭の中を動かして考えさせるよ
うな作業課題を与えた時には、瞬時ではあるが確かに目が輝く。講義中心の授業形態を、作業課題を与
えた実習中心のものに変えるべきであるという思いもある。
松浦1）が指摘しているように、「私語」、「居眠り」はすべて授業担当教員に向けられた学生の反
応である。その言葉は私の心に強く残っている。学生個人の名前を覚えて講義に臨むことができれば、
それだけで数倍も授業の内容が良化することはしばしば指摘される事実である。100人もの学生の名前
を覚えることは非常に困難であるが、少なくとも、授業内容に興味を示さない学生に関しては名指しで
質問を投げかけるなどは、すぐに効果の出る方法であろう。『スマホ』という大敵が出現している大講
義形式の授業を、活気ある有意義な授業に改善していこうという意欲だけは現在全く失っていない。
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